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10月の人口動態
男 7，453 出生 16
女 8，230 死亡 ? 
計 15，683 婚姻 10
世帯数 3，964 離婚 。

(末日現在)

昭
和
四
十
ー一周ー__..

年
度
の
財
政
事
情

昭
和
四
十
一
年
度
の
財
政
の
状
況
が
一
昭
和
四
十
一
年
度
の
一
般
会
計
の
予

ま

と

ま

り

ま

し

た

。

一

算

総

額

は

、

三

億

四

千

二

百

五

十

九

万

こ
こ
に
、
昭
和
四
十
一
年
度
の
財
政
士
一
千
円
。
こ
の
予
算
に
対
し
て
、
入
つ

の
状
況
を
別
表
の
通
り
公
表
し
ま
す
。
一
た
お
金
は
、
三
億
四
千
六
百
八
十
八
万

(単位二千四〉

~I 
客員
ず意

+3~ト7
4，g3? 

4ι5十8
44)I4-3 

56514-
53，702. 

ムパ
A

芳

I 1，348 
10，378 

30 
30 

5ア~780 
56，588 

議会

総務費

民全
街全

労働

農財産管

11子1

ず巽譲z方宣言支矛fJ序l
j閉会イ寸金

E畠時 ti!，オ
今寺{.ffJ宍イ寸金

。

計ム
冨般

田T ヰえき

2.735 
2，735 

韓
同
穴

i-t方交付花
ィ介主旦金あ叩・
苔ヰ旦金

IG.810 
17，147 

イ支用米三十およ0凶
今 季文子十

J4.377 
3千'.281

5.534 
3..502 

引

け

臼

町

内

括

B
4
1
4
1
E
 

3
8
5
5
 

3
3
 

。17
0
5
δ

円

υ
q
u
z
J
1
1
7

、J

2

f

J

J

R
ふ

り

G

7

1

1

8
4
3
 

62，7?8 
61，+27 

/， 702 
O 

均一[引

一
一
口
開

高十

土太
:角 f方
教

災官後!日貴

広イ貴賓

語文出金

持
{
尉

一円買

紳一門民

T 

τ
円

備

合

ア

35.484-
36，113 

17.5bb 
16，8'14-

46.300 
46.300 

2.181 
2.877 

7. 22S 
6.:168 

465 
465 

17.74千
117，74+ 

回庫支出金

県支出金

駄産炊フ¥

寄イオ金

繰入金

総越金

諸政^

田T イ貢

メL
しJ

↓
ー
、一一一口

!
?
、

20，64-<干宝牛度へ繰越頻5夫算醒翻=識者仁コ=干草

(単位千円〕

区 分 |予算額 収入額 一左 ヨl
国 保 特 )jIJ 会 計 62.266 64.555 58，422 6ラ133

国 保 直 uミzι， " 9.470 1.336 5ヲ764 ム 4，428 

上 水 道 " 27.531 ↑7.037 25，090 ム 8，053 

港 湾 施 設 '/ 3.849 3，800 3，800 。
A 

青 島 航 路 " 5，018 4，547 4，810 ム 263 

農業基盤整備 " 3.211 2，623 2，563 60 

農業共済事業 // 6.980 6，493 5，927 556 

統中建設事業 11 160.331 118，966 132，590 ム 13，624

計 278.656 219，357 238，967 ム 19，610

計.6，. 
ココζ別特

一般会計と、特別会計とを合計しますと、入ったお金は、 566，242，058円。使ったお金は、 565ヲ207，515円です。

，一

は
ね
返
っ
て
来
た

庁
親
切
。
曲
一
旦
茂
の

村
上
義
満
さ
ん

大
{
子
豊
茂
の
村
上
義
満
氏
は
、
先
般

豊
茂
地
区
の
県
道
で
、
東
洋
レ
ー
ヨ
ン

松
山
工
場
の
従
業
員
が
、
金
山
品
ゐ
t
J

に
行
く
途
中
、
道
に
迷
っ
て
因
3
て
レ
九

る
の
を
発
見
.
さ
っ
そ
く
、
親
切
に
誘

導

し

ま

し

た

。

¥

そ
の
親
切
が
東
洋

v
l
ヨ
下
松
山
工

場
で
明
る
い
話
題
と
し
て
主
ぎ
く
と
り

あ
げ
ら
れ
、
東
洋
レ

l
ヨ
礼
松
山
工
場

従
業
員
一
同
か
ら
感
謝
の

τる
し
と
し

て
、
礼
状
と
共
に
、
東
V

の
製
品
が
お

く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
親
切
は
、
見
て
よ
し
、
仕
て
よ
し

う
け
て
よ
し
」
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第
三
国
定
例
町
議
会

ま

芳
三
回
定
例
町
議
会
は
、
十
月
二
十

日
、
午
前
九
時
半
か
ら
、
長
浜
町
体
育

館
で
関
か
れ
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
議
案
は
、
八
件
で
、
い

ず
れ
も
、
原
案
の
通
り
可
決
し
、
午
後

五
時
十
分
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も

な
も
の
は
、

①
一
般
会
計
補
正
予
算
が
、
決
ま
っ
た

と
と
。

②
長
浜
町
立
長
浜
中
学
校
学
生
寮
新
築

工
事
契
約
が
、
決
ま
っ
た
と
と
。

③
長
浜
町
公
民
館
豊
茂
支
館
新
築
工
事

契
約
が
、
決
ま
っ
た
こ
と
。

④
統
合
中
学
校
L

L
教
室
設
備
購
入
契

約
が
、
決
ま
っ
た
こ
と
。

①
長
浜
町
教
育
委
員
に
、
菊
地
敏
行
氏

が
再
任
さ
れ
た
こ
と
。

⑥
老
人
ホ

l
ム
白
山
園
に
、
納
骨
塔
の

設
置
が
決
ま
っ
た
こ
と
。

⑦
議
員
提
案
に
よ
る
、
北
方
領
土
の
日

本
復
帰
促
進
に
関
す
る
、
決
議
を
さ

れ
た
こ
と
。

①
愛
媛
県
知
事
か
ら
、
公
有
水
面
(
満

野
商
庖
の
前
の
港
)
埋
め
立
て
に
関

す
る
諮
問
に
つ
い
て
、
「
諮
問
の
と

~~ カま?主辛院腫霊

町
県
民
税
な
ど
減

免

第
三
回
臨
時
議
会

(毎月1回発行)

分
三
回
臨
時
町
議
会
は
、
十
一
月
二

日
午
前
九
時
半
か
ら
長
浜
町
体
育
館
で

開
か
れ
、
昭
和
四
十
二
年
に
発
生
し
た

干
害
で
、
農
作
物
の
被
害
者
に
対
し
て

、
町
県
民
税
お
よ
び
、
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
条
例
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
、
決
決
定
、
午
前
十
一

時
半
に
閉
会
し
ま
し
た
。

と
の
議
会
で
き
め
ら
れ
た
条
例
の
概

要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
条
例
を
適
用
し
て
減
免
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
方
は
、
「
所
得
金
額

が
、
百
八
十
万
円
以
下
の
方
で
、
農
作

物
の
収
入
額
の
合
計
額
の
三

O
%以
上

被
害
止
を
受
け
た
人
で
、
農
業
所
得
以
外

の
所
得
額
が
、
六
十
万
円
未
満
の
方
」

でム
3
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昭和42年11月初日

算
増
額
の
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
日
覆
助
成
の
件
は
、
常
任
委

員
会
に
付
託
、
見
舞
金
の
件
は
、
理

事
者
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
関
係
で
は
、
櫛
生
橋
か

ら
三
島
神
社
下
県
道
舗
装
の
件
が
提
出

さ
れ
、
と
れ
を
採
択
、
理
事
者
に
送
付

さ
れ
ま
し
た
。

お
り
既
め
立
て
す
る
こ
と
に
異
議
な

し
」
と
決
め
ら
れ
た
こ
と
。
な
ど
で

す。つ
ぎ
、
陳
情
関
係
で
は
、

①
長
浜
町
本
町
二
了
目
と
三
丁
目
の
日

覆
設
置
費
助
成
と

②
長
期
療
養
者
へ
の
夏
期
見
舞
金
を
予

〈

V

A

V

芳
二
固
定
例
町
議
会
で
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
て
い
た
、
し
い
た
け
集
荷

施
設
設
置
費
助
成
の
件
は
、
委
員
長
か

ら
採
択
の
報
告
が
あ
り
、
理
事
者
に
送

付
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

纏
鹿
優
良
ヰ
伸
一
ち
ゃ
ん

f 出j
i か;
(人せ)
1のぎ(
)たにi
iめ fr)
il乙く)

出
か
せ
ぎ
に
行
く
人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
一
部
出
か
せ
ぎ
に
行
っ
た

人
が
、
そ
の
就
労
先
で
、
賃
金
が
込
ら

え
な
か
っ
た
り
、
ゆ
く
え
不
明
に
な
っ

た
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
り

ま
た
、
出
か
せ
以
ぎ
に
行
っ
て
い
る
人
の

る
す
家
庭
で
も
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
起

き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
職
業
安
定
所
を
通
じ
て
、
よ
い
条

件
で
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

②
就
労
先
の
職
場
の
内
容
や
、
労
働

条
件
を
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

③
怒
質
募
集
人
な
ど
の
甘
言
に
の
ら

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

④
出
か
せ
ぎ
先
で
、
就
労
役
問
題
が

起
を
た
と
き
は
、
安
定
所
へ
相
談
し
ま

彰
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雄
三

岩
田

門
沖
浦
凶
山
田

門
櫛
生
凶
城
戸

門
下
須
戒
〕
松

本

一

売

堀
内
真
由
美

的

ボ

〕
谷
淵

哲
也清

~ 

秀
典

|時議金常佳聾員等の交替が l
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、

長

浜

町

議

会

構

成

表

。
委
員
長
j
会
長

O
副
委
員
長

毎
年
児
童
の
健
康
を
祝
福
し
、
将
来

の
母
子
保
健
の
向
上
を
ね
ら
い
と
し
て

健
康
優
良
赤
ち
ゃ
ん
の
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
と
し
は
、
十
月
二
十
七

日
、
休
育
館
で
そ
の
表
彰
式
を
行
い
ま
一

し
た
o

一

と
と
し
、
健
康
優
良
赤
ち
ゃ
ん
と
し
一

て
、
町
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
一

は

、

つ

ぎ

の

七

人

で

す

。

一

門
今
L

坊

〕

一

片

岡

伸

二

一

一
し
よ
う
。

一
①
る
す
家
践
と
、
た
え
ず
連
絡
を
と

一
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
と
ぎ
ど
き
、
帰
郷
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

!NHKマスコット 1 

i メロデイー募集 l 
i NHKでは、 iNHKマス ! 
" コツトメロデイー」を募集し 司 i

i ています。1/
i この iNHK?スコッ卜〆 1 
1 ログイーjは、放送会館の見 1 '1 
i学観覧コースや、番組公開会 j
! 場などの、パックミコージツ i 
i グとして使うほかお知らせ番 i
!組につかわれるもので、曲想 i
i は自由で、明るく新鮮なもの i 
! 曲の長さは、 30秒程度までで l 
i i¥P，詞はいりません。 f

! 募集の締切りは、 11月初日 i 
! です。 i
z 送付先は、東京中央郵便局内 ! 
! 日本放送協会 iNHKマスゴ l 
! ツトメロデイー募集係」で!
|す。 i

広報アンチナ

J駅伝12月17日に

迫る:
長浜町体育協会〔会長西国

司〕では、 12月↑7日(日〕、

矛2回長浜~大洲問、折り返

し駅伝大会を、長浜町教育委

員会と、愛媛新聞社との後援

で開催します。

参加チームは、長浜体協、

クラブ一般、それに高校とで

約100人が参加します。

みなで盛んな応援をしてあ

げてください。

議

後

藤

紙

本

徳

O
大
野
高
士
ロ

O
大
成

後
藤
熊
市

O
菊
地
三
佐
子

O
二
宮
義
徳

宝
生
也
九
時
一

。
一
宮
泰
忠

O
藤
岡
義
範

渡
辺
仁
之
助

長

貢民

市

冨1]

議

常任委員会委員

設

浮

門

田

博

徳
山
長
永

総

務

文

教

厚

生

二
呂
亀
久
雄

二
宮
金
之
助

紙
本
徳
之
助

村
本
武
則

産

経

。
久
保
千
代
広

坂
田
信
也

O
小
川
儀
三
郎

二
宮
正
直

浦
田

建

議

。
徳
山
長
永

O
宝
生
血
(
隆

菊
地
三
佐
子

二
宮
正
直

小
川
儀
三
郎

員

A、
τE 

議

会

運

営

委

員

。
徳
山
長
永

O
室
生
血
(
隆

菊
地
三
佐
子

坂

田

信

也

小

川

儀

三

郎

門

田

博

二
宮
義
徳
村
本
武
則
徳
山
長
ぷ

門

田

博

二
宮
余
之
助

小
川
儀
=
一
郎

二
宮
正
直

住

宅

入

居

者

選

考

委

員

監

査

委

貝

大
洲
喜
多
衛
生
組
合
議
員

長

徳

万t

山

小
川
儀
=
一
郎
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浜
保
育
所
備
口
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と
し
て

出
海
保
育
所
備
品
と
し
て

白
滝
保
育
所
ス
イ
ッ
チ
ボ

i
ド
及
び
配
線

経
費
と
し
て

長
浜
中
学
校
備
品
と
し
て

大
和
小
学
校
備
品
と
し
て

公
共
施
設
用
地
と
し
て

大
和
保
育
所
備
品
と
し
て

一
一
官
白

金
之
助

長
浜
小
学
校
備
品
と
し
て
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定
的

門
青
年
教
育
の
部
凶

青
年
期
の
教
育
(
宮
原
誠
一
)

就
職
す
る
女
子
高
校
生
へ
(
戸
川
寿
一
)

青
春
を
ど
う
生
き
る
か

(
波
多
野
動
子
〉

現
代
青
年
に
訴
う

結
婚
か
ら
お
産
ま
で
(
謝
国
権
)

愛
と
結
婚
の
思
索

愛
情
を
強
く
す
る
本
(
石
酒
一
純
二
)
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長
浜
町
公
民
館

新

刊

一

図

一

書

一

紹

査

∞

編
集
室

。
こ
の
ご
ろ
の
十
二
月
は
、
昔
の
よ

う
な
切
迫
感
と
い
う
か
、
年
の
瀬
と
い

っ
た
し
み
じ
み
し
た
感
が
少
な
く
な
っ

た
よ
う
で
す
。

経
済
の
高
度
成
長
と
、
習
慣
の
移
り

変
わ
り
で
、
も
は
や
、
背
の
「
盆
暮
れ

親
と
青
年
の
た
め
の
結
婚
の
準
備

(
岩
村
信
二
)

愛
に
生
き
る
(
鈴
木
鎮
一
)

門
婦
人
教
育
の
部
〕

和
服
裁
縫
(
山
石
松
マ
ス
)

婦
人
問
題
入
門
(
平
中
潔
)

女
性
の
生
き
方
(
古
谷
綱
武
)

台
所
の
理
学
(
河
野
友
美
)
伐
引
J
官

父
性
と
母
性
に
つ
い
て
、

v
n出

成
功
す
る
家
族
計
画
(
高
口
保
明
)

古
い
母
@
新
し
い
母
(
津
留
守
山
J

J

お
母
さ
ん
の
お
勉
強

4

一

好

か

れ

る

母

き

ら

わ

れ

る

母

一

(
坂
本
亮
)
一

こ

れ

か

ら

の

婦

人

の

教

養

一

私
の
育
て
た
三
人
の
子
(
羽
仁
伝
子
)
一

親
子
契
約
(
西
村
修
一
)

母
な
れ
ば
教
師
な
れ
ば
(
丸
岡
秀
子
)

主
婦
の
た
め
の
人
生
論
(
堀
秀
彦
)
一

子
供
の
あ
み
も
の

か
あ
さ
ん

こ
の
子
ら
の
た
め
に
(
二
科
重
成
)

日
本
の
郷
土
料
理

や
せ
る
太
る
食
事
(
東
畑
朝
子
)

煮
た
も
の
(
辻
嘉
一
)

裏
千
家
茶
道
(
千
宗
室
)

払
い
」
の
よ
う
な
時
代
で
な
く
な
っ
た

か
ら
で
し
ょ
う
。

と
は
い
う
も
の
の
、
日
本
人
に
と
っ
m

て
、
十
二
月
は
、
一
年
の
生
活
の
く
ぎ
一

り

l
p
め
ど
H

を
つ
け
る
大
切
な
月
で
一

あ
る
乙
と
に
は
、
変
り
あ
り
ま
せ
ん
。
~

〈

V

日
本
の
火
災
は
、
十
二
月
、
一
月

二
月
そ
し
て
、
一
二
月
に
最
も
多
く
、
夏

の
二
倍
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
。

火
災
の
直
接
の
原
因
は
、
人
び
と
の

不
注
意
に
よ
る
失
火
が
最
も
多
い
わ
け

で
す
が
、
そ
れ
が
、
大
火
に
な
る
か
ど

ラ
か
は
、
そ
の
と
含
の
気
象
条
件
に
よ

っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
絶
対
に

火
災
を
お
こ
さ
ぬ
よ
う
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。火
災
は
、
火
の
不
始
末
に
よ
る
人
災

で
す
。

民マ¥

(
片
報
係
)

A
V
年
賀
状
の
取
り
扱
い
は
、
十
二
月

十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
で
す
。

こ
の
際
、
お
宅
の
表
札
を
は
っ
き
り

し
た
文
字
で
書
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

で
き
れ
ば
、
家
族
全
員
の
名
前
も
書
き

ま
し
ょ
、
コ
。

。
あ
な
た
の
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

地
区
の
、
ど
ん
な
小
さ
な
ニ
ュ
ー
ス
で

も
話
題
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
ど
ん
ど

ん
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


